
平成 24 年度臨床教育看護師育成プログラム 

 
【臨床教育看護師とは】 

 看護の質向上のために、看護師と看護学生に教育的にかかわる臨床の看護教育者である。 
 
Ⅰ．臨床教育看護師育成プログラムの目的 

臨床教育看護師に期待する能力を強化する。 
 
Ⅱ．臨床教育看護師に期待する能力 

１. 看護観・倫理観・専門的知識に基づいて的確に判断し、熟練した看護技術を提供する。 
２. 教育的視点を持って看護師や看護学生とかかわる。 
３. 看護実践を通して役割モデルを看護師や看護学生に示し、看護の魅力を伝える。  
 
Ⅲ．育成プログラム 

臨床教育看護師に期待する能力を強化するために、二つの学習プログラムを設定する。 
１. 自身の看護実践の質向上のために、臨床判断力を強化するためのプログラム 
２. 部署全体の看護の質向上に向けて、部署の看護師の学びをサポートする力を強化するためのプログ

ラム 
 
１．自身の看護実践の質向上のために、臨床判断力を強化するためのプログラム 
到達目標 １）看護の質とは何かを、プログラムの受講を通してそれぞれが検討する。 

２）自己の実践を分析し、人間観、健康観、環境観とともに看護観を概念化する。 
３）看護実践場面を振り返りながら、看護の意味や価値を見出し、次の看護実践につなげる

方法を習得する。 
単元 課題 内容 

第１ 
（７回） 
 

自己の実践を分析

し、人間観、健康観、

環境観、看護観の概

念化する。 

（１）ガイダンス：この単元の目標と学習概要の説明 
対話：テーマ「看護師がやっていることは皆、看護か」 
講義：実践における看護理論の活用 

（２）事例報告： 
テーマ「看護実践においてわたしが大切にしていること」 

（３）事例検討：事例をもとに、各自が看護の何を大切にしている

かを、対話を通して分析し、自身の「看護実践においてわた

しが大切にしていること」を明確化する。 
（４）発表／対話：明確化した各自の大切にしている部分を分析し、

なぜ、大切にしているのか、それは看護実践においてどうい

う意味あるいは価値をもつのか、対話を通して、それぞれの

認知フレームを変更していく。そのプロセスで、各自が、そ

の大切にしている部分の根底にある、自身の人間観、健康観、

環境観、看護観を見出し、それを概念化していく。 
（５）発表／対話：それぞれの概念化を通して、看護の質とは何か

を検討する。  
講義：医療の質評価、看護の質評価 



第２ 
（１３回） 

看護実践場面を振り

返りながら、看護の

意味や価値を見出

し、次の看護実践に

つなげる方法を習得

する。 

（１）ガイダンス／講義：よりよい看護実践に向けて要請される「リ

フレクション」とは何か 
（２）倫理的思考、批判的思考、専門的知識（病態生理、看護診断、

対象理解、看護過程、看護技術など）を、リフレクションによ

る事例検討を通して学ぶ。 
  倫理的問題のある事例・看護実践の場面の事例→2 事例を提出 

看護学科教員による講義：看護の専門性と看護技術 
講義：看護過程／ケアリング／自己と他者／倫理的思考／批判

的思考 
（３）発表／対話：それぞれの事例検討にあたり、看護の質とは何

かを検討する。  
 
２．部署全体の看護の質向上に向けて、部署の看護師の学びをサポートする力を強化するためのプログ

ラム 
到達目標 １）看護の質とは何かを、プログラム全部の受講を通して個人が検討する。 

２）成人の学びとは、成人の学びをサポートするとは何か、理解する。 
３）職場における看護師の学びのサポート体制を知る。 
４）部署の看護師の学びをサポートするという視点で、自部署の質向上のための計画を立

案する。 
単元 課題 内容 

第３ 
（７回） 
 

成人の学びとは、成

人の学びをサポート

するとは何か、理解

する。 
職場における看護師

の学びのサポート体

制を知る。 

（１）ガイダンス／講義：よりよい看護実践をサポートするために 
要請される「リフレクション」「対話」とは何か 

（２）教育学専門家による講義：教育、成人教育、教育評価、対象

者理解、対象者の立場に立ったサポート 
（３）看護学科教員による講義：看護師養成教育の現状と課題、看

護教育カリキュラムについて、看護継続教育の意義について

第４ 
（１６回） 

部署の看護師をサポ

ートするという視点

で、自部署の質向上

のための計画を立案

する。 

（１）対話：部署全体の看護の質について 
個人が実践する看護の質と部署全体の看護の質とを比較しな

がら、部署全体の看護の質について検討する。 
（２）院内留学（他部署で１日勤務をする） 
・院内留学前  
課題の提示：自部署の看護の質について考えるために、課題を明

確にする→留学先の部署へ事前にその課題を提示 
・院内留学後 
発表／対話：事前に出した自身の課題に、院内留学で体験したこ

とを踏まえて、それぞれが応答する。 
→その後、留学後の課題への応答をまとめ、その内

容をもとに部署の担当者と簡単にディスカッション

する。 
（３）個人ワーク／グループワーク：部署の看護師をサポートする

視点で、部署全体の看護の質向上のための計画を立案する。 
（４）発表／対話：それぞれが立案した計画を、対話を通して洗練

させる。 
 


